
 

 

 

 

しなやかに、たくましく、バスケに取り組む６年生 

校長  諏
す

 訪
わ

  健
けん

 

今年も、ツバメが飛来する季節になりました。先週、学校の芝生の上を

つがいのツバメが低空飛行し、えさとなる虫を捕まえようとする様子を見

かけました。田んぼでは、苗を育てる苗床に水が引かれ、田植えの準備が

始まりました。この光景が、長い年月続いていることに、自然の偉大さを

感じます。 

５月を迎えました。１年生もだいぶ学校生活に慣れ、登下校時の足取りもしっかりしてきま

した。３名の交通指導員さんや自主防犯パトロールの方々、スクールガードリーダーさん、そ

して、保護者の皆様の朝の立哨当番や１年生の保護者様のお迎えと、多くの方のご協力のおか

げで、安全に登下校ができております。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、現在６年生は、５月１２日に行われる市内球技大会（川里地

区）に向けて、練習に励んでいます。教室でも、体育館でも、毎日バス

ケのことを考え、体を動かしています。私も練習の様子を見ています

が、運動が得意な子も苦手な子も、ボールに集中して、パスをつない

でシュートを決めようとしています。相手ボールになったときは、果

敢にプレッシャーをかけ、ミスを誘ったり、パスカットをしたりして

います。何よりも、試合中の仲間への掛け声が、大変気持ちよいです。

失敗をしてもめげずに、向かっていく力を沸き立たせてくれます。 

練習が本格的に始まり、２週間が経ちましたが、６年生の気持ちの高まりとまとまりが、日々

の姿に表れています。大会までの練習日数も残りわずかですが、さらに、チームをよい雰囲気

にして、当日を迎えてほしいと思います。 

１年生から５年生も、新しい担任の先生の指導のもと、昨年度までとは、違う顔をそれぞれ

見せています。当たり前のことですが、児童の内面は、昨年度と同じではありませんので、成

長に合わせて、声がけや対応の仕方を変える必要があります。児童の自立・自律をレベルアッ

プさせるために、今まさに、各担任が、その「さじかげん」をしているところです。４月のお

子様の様子で、気がかりなことがございましたら早めに、いつでも、学校へお知らせください。 

  

 

 

 

１日平均の閲覧数が増えました。 
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